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<<演者>>	
  
三上洋平	
  
Post-doctoral fellow; National Institutes of Health (NIH), USA 
三上君は消化器内科学教室より NIHに留学しています。	
  
	
  
<<演題>>	
  
Innate	
  lymphoid	
  cellの分化、活性化段階における遺伝子発現及びその制御機構の
獲得についての検討	
  
	
  
<<要約>>	
  
腸管、肺をはじめとした粘膜では、T	
  helper	
  (Th)	
  細胞及び Innate	
  lymphoid	
  cell	
  
(ILC)が協調的に細菌やウイルスから宿主の防御、バリア機構の維持において重要
な役割を果たしています。現在、ILCは Th細胞に対応した cytokine産生能と転写
因子によって 3つのクラスに分類されています。ILC、Th細胞は共に common	
  
lymphoid	
  precursor	
  (CLP)より分化しますが、ILCは T細胞受容体を持たず、異な
る分化経路有します。T細胞と ILCは異なる分化経路を辿りながら、どのように
して共通した cytokine産生能と転写因子を発現するようになるのか不明でした。
我々は、この問題を解き明かすために、RNA-­‐seq及び ATAC-­‐seqを用いて、Th細
胞と ILCの遺伝子発現及び chromatin	
  accessibilityを網羅的に検討しました。その
結果、	
  ILC	
  precursorの段階では成熟 ILCに特徴的な遺伝子発現を認められません
が、驚くべきことに、これらの遺伝子座において成熟 ILC特有の chromatin	
  
landscapeを既に認められました。末梢で Th1、Th2など分化する際に特徴的な
chromatin	
  landscapeを獲得する Th細胞とは異なり、ILCは骨髄の CLPからの分
化段階初期にすでに分化決定されていることが示されました。	
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